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明るい社会をめざして
　岩手・香森　鈴音
　ぼくたちは、生まれた時みんな同じ赤ちゃんでした。育っていきながらいろいろなことを学び、成長していきます。同じように生きていくのに、なぜ犯罪や非行をする人がでてきてしまうのでしょうか。
　ぼくの友達が、一緒に遊んでいた友達にお金をぬすまれたことがあります。すぐに親が気づき、お金は返してもらったそうです。でも、ぬすんだ友達が反省したかどうかは、わからなかったそうです。ぬすまれた友達は、ひどく傷つきました。ぬすんだ友達は周りからひどくあやまれと言われて、あやまりました。ぼくは、あやまれと言われてあやまっても、自分自身が悪いと思ってあやまらないと、また同じことをくり返してしまうのではないかと思います。ぬすんだ友達は、なぜそんなことをしてしまったのか、これからどうしていくのかをだれかが聞いてあげないといけないのではないかと思いました。
　ぼくは、小さいころ弟をいじめました。小さかったぼくでも、いじめる理由がありました。弟は体が弱く、お母さんは弟にばかり、つきそっていました。ぼくは、お母さんに甘えられず、そのさびしさや怒りを弟にぶつけてしまっていたのです。お母さんは、ぼくの思いを分かっていたけど、弟に手がかかり、そのときは、どうすることもできなかったそうです。保育園でも、自分より小さい子にいじわるをしていました。ぼくの周りの大人は、ぼくのいじわるを見て叱りつけるばかりでした。どうしてあやまらなきゃいけないのか、どうしてだめなのかをきちんと分からず、ただあやまるばかりで、ぼくの気持ちは、いやな気持ちのままでした。弟の大事にしていたおもちゃをぬすんだり、こわしてかくしたりもしました。怒られても平気なふりをしていました。
　そんなことが続き、ある日お母さんに本気で、怒られました。ぼくは、どうしてこんなにさびしい思いをしているのに、ぼくばっかり怒られるのかと言って泣きました。そのとき、お母さんは、ぼくをだっこしてくれました。怒らず、なぜいじわるをしていけないのか、自分がいじわるをされたらどんな気持ちになるのか、なぜあやまらなきゃいけないのかを、ゆっくり教えてくれました。そして、お母さんも怒るだけじゃなく、やさしい気持ちでぼくの気持ちをうけとめなければいけないことを学んだそうです。
　ぼくは、そのあともすぐには直らずいじわるをしたりしましたが、そのたびにお母さんは、だめなことはだめだと言い、ぼくの気持ちをやさしく受けとめてくれました。少しずつぼくも周りにやさしい気持ちで関われるようになりました。今でも弟とは、けんかをしたり、いじわるをしたりしてしまいますが、弟の気持ちを考え、悪かったことはあやまり、弟が悪かったことは注意をするようにしています。
　ぼくは、小さかったころのぼくの気持ちを思いだし、犯罪や非行をする人はだれにも自分の気持ちを分かってもらえないのではないかと思います。悪いことをするときの人の気持ちは、やさしい気持ちではありません。ぼくがいじわるをしていたときは、さびしい気持ちや、怒り、満たされない思いでした。そんなとき、もし話を聞いてくれる人がいたら悪いことをする前に気持ちが変わるのかもしれないと思います。生きていく中でみんな人には言いづらい悩みやさびしさを持っているのだと思います。一人でずっと考えているとどうすることもできず、悪い気持ちになってしまい、非行に走ってしまうのかと思います。ぼくは、自分の気持ちを上手に伝えることができません。でも、何も言わなかったら、全然伝わらないけど、精いっぱい思いを言えば周りの人もぼくの気持ちを一生懸命受けとめようとしてくれます。
　悪いことをする人が、最初から悪い気持ちだったわけではありません。育った環境や人との関わりの中でいろいろな経験をして変わってしまうのだと思います。

　ぼくたちは今、地域の人たちとの関わり合いが少なくなっていると思います。家族や友達だけじゃなく、いろいろな人たちと関わり合い、自分一人でつらい気持ちを抱え込まないで生きていけば、悪い気持ちばかりじゃなく、人の気持ちを考え、やさしい気持ちで、生きていけるのではないかと思います。

　ぼくは外でつらいことやいやなことがあってもがんばれるようになれました。それは、お母さんが外ではどんなにつらくてもがんばりなさい、そのかわり家では好きなだけ泣いていいよと言ってくれたからです。どんな人にも安心して話をできる人や場所があれば少しずつ明るい社会になるのではないかと思います。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６７回“社会を明るくする運動”作文コンテスト








